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後 1944 年 7 月応召、11 月米潜水艦の攻撃で日永丸沈没、ベトナムで転戦後、
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の立場＝大学とは総合的な、帝国大学以外にないとの法令を修正し、帝
国大学と並んで事実上高等教育を担ってきたが、「帝国大学令」の後に














8 この時期、高等教育機関拡充政策がとられ、大正 8 年以降の 6 年間で官立高等学
校 10 校、官立高等工業学校 6 校、官立高等農業学校 4 校、官立高等商業学校 7 校、
外国語学校 1 校、薬事専門学校 1 校、帝国大学 4 学部を設置する計画があったが、
大学 5 校の昇格、商科大学 1 校の昇格、と計画はほぼ計画通り実現された。
9 明治 6 年、森有礼提案になり、東京会議所の管理に始まる商法講習所が、最初の
高等商業学校の起源とされる。実業界からは渋沢栄一の支援も得て、矢野二郎が
当面所長を務めた。東京府、農商務省、文部省との管理者問題、併せて財政問題




















明治 35 年に第 2 番目の官立高等商業学校として神戸に設置された高商




令第 40 号）転換、1905 年（明治 37 年）勅令第 96 号により設置された
長崎高等商業学校、小樽高等商業学校（勅令第 66 号）1910 年、名古屋
高等商業学校（勅令第 551 号）1920 年、大正８（1919）年・台湾総督
府令第 62 号により設置された台北高等商業学校、福島高等商業学校（勅
令第 456 号）1921 年、大分高等商業学校（勅令第 456 号）1921 年、彦
根高等商業学校（勅令第 441 号）1922 年、和歌山高等商業学校（勅令
第 441 号）1922 年、京城高等商業学校（朝鮮総督府令第 53 号）1922 年、
横浜高等商業学校（勅令第 501 号）1923 年、高松高等商業学校（勅令
第 501 号）1923 年、高岡高等商業学校（勅令第 222 号）1924 年、大連























































移り、17 年大學豫備門に入學、22 年 1 月正岡子規と知り合う。・・・翌年帝國大
學文科大學英文學科入學、・・・26 年 7 月文科大學を卒業後、東京専門學校に講






卒業して軍医となり、明治 17 年（1884）から 21 年まで足かけ 5 年ドイツに留学
した。」
　　漱石は、明治 12 年（1879）、東京府立第一中學正則科に入学したが、14 年中
学を中退して二松学舎に入り、漢学を学んだ。将来文学で立とうとした。しかし、
心機一転して成立学舎で英語を勉強し、17 年 9 月、大学予備門予科入学。21 年
本科第一部に進学。翌年正岡子規を知り、したしくなる。翌 23 年本科第一部を
を卒業して、9 月帝国大学文科大学英文科入学。26 年 7 月、英文科第二回生とし
て卒業。大学院に入学したが、10 月東京高等師範の教師となり、翌年一種の神経
衰弱となって座禅などをした。28 年 4 月、愛媛県立松山中学の教員として赴任」
した。臼井勝美・高村直助・鳥海　靖 [2001]
13 平凡社 [1938] では、大学医学校予科を経て、同本科卒とされている。
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大学令によって東京商科大学に昇格した東京高等商業学校関連の事項を
整理した。
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